
第5回 全国高等学校情報教育研究会 全国大会 

平成24年  8月11日(土) 東京情報大学 

「情報社会に参画する態度の育成 
を目指した授業実践」  

福岡県立西田川高等学校 
教諭 藤本 直樹 



（1）  情報を活用するための工夫と情報機器 
（2）  情報の収集・発信と情報機器の活用 
（3）  情報の統合的な処理とコンピュータの活用 
（4）  情報機器の発達と生活の変化 

「情報A」 

研究対象 

福岡県立宗像高等学校（前任校） 

「情報機器の発達と生活の変化   
        に関する指導と評価について」 

H20～22 文部科学省「学力把握に関する研究指定校事業」 

研究概要 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究主題は「情報機器の発達と生活の変化に関する指導と評価について」。
「情報Ａ」の4つの領域のうち，最後の領域を研究対象としています。
この領域は，情報社会の光と影について学ぶ領域ですが，
本校では特に光の部分を重視し，情報化が社会にもたらした恩恵に気づき，
生徒自らが，これからの情報社会に積極的に貢献しようとする態度を育成することを目標としています。★



ア 情報機器の発達 
  とその仕組み 

イ 情報化の進展が 
  生活に及ぼす影響 

ウ 情報社会への参加 
  と情報技術機器の 
  活用 

対象領域の単元構成 
(4)情報機器の発達と生活の変化 

現在の仕組みの理解 
・コンピュータの仕組み 
・ネットワークの仕組み 

・技術革新と情報機器の発達 

理由の理解 

発達の歴史と背景の理解 

発達の方向性の理解 
・情報機器の発達と 
 社会の変化 

社会への影響の理解 
・情報技術の可能性 

社会面の考察 技術面の考察 

・情報社会の未来 

・私たちが作る情報社会 
未来社会への参画と創造 

未来像の構築 

態度の育成と情報発信 

情報の創造 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
更に，この領域（４）は，ご覧の３つの内容からなります。
本校では，目標を達成するために，次のような７つの単元で構成することにしました。
即ち，★現在の仕組みの理解から，その歴史や背景を学ぶ単元
★情報機器の発達が社会に与えた影響と，今後の方向性を理解する単元
★それらをもとに，将来を予測し，社会に参画する態度を養う単元です。★



対象領域の単元構成 

現在の仕組みの理解 
・コンピュータの仕組み 
・ネットワークの仕組み 

・技術革新と情報機器の発達 

理由の理解 

発達の方向性の理解 

発達の歴史と背景の理解 

・情報機器の発達と 
 社会の変化 

社会への影響の理解 
・情報技術の可能性 

・情報社会の未来 

・私たちが作る情報社会 
未来社会への参画と創造 

未来像の構築 

社会面の考察 技術面の考察 

態度の育成と情報発信 

情報の創造 

①情報技術の可能性 

情報技術の体験 
［関心・意欲・態度］ 

②私たちが作る情報社会 

プレゼンテーション 
［思考・判断，技能・表現］ 

③コンピュータの仕組み 

基礎知識の習得 
［知識・理解］ 

［報告内容］ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回は，これらの中から，３つの単元について説明します。
★まずは，「情報技術の可能性」
情報技術を使って，生徒の関心・意欲・態度を引き出す単元です。
★次に，「私たちが作る情報社会」
５人１班で意見を出し合い，情報社会の未来予想を行い，
それをプレゼンテーションで情報発信を行う単元です。
思考・判断，技能・表現を中心に育成を行います。
★最後に，「コンピュータの仕組み」
この領域の基礎となる知識・理解を確実に定着させるための単元です。★



単元目標 
「情報技術の可能性」 

 情報技術を活用した実例を体験し，その効果
を実感するとともに，それらの応用例について
考えることができる。 

関心・意欲 
 ・態度 

情報技術に対して関心を持っている。 

思考・判断 情報技術が社会にどのように貢献できるか考
えることができる。 

技能・表現 情報通信ネットワークを活用して，情報交換が
できる。 

知識・理解  
 

評価規準 



関心 ・・ 面白いと感じたか。 
意欲 ・・ また実施したほうが 
            よいと思うか。 
  

態度 ・・ 積極的に取り組めたか。 

「情報技術の可能性」 

授業アンケートによる自己評価 

評価方法 

授業中の観察評価（教員評価） 

検証の試み 

内的変化 

外的変化 
（行動の変化） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遠隔授業のあと，生徒のアンケートを集計したものがこのグラフです。
この授業が面白かったか，来年の1年にも実施したほうがよいか。という問いに対して，
すごくそう思う，まあまあそう思う　という答えが９５％を超えています。
情報技術を活用した授業が，生徒の関心・意欲を高めるのに大きな効果があったことがわかります。
なお，関心・意欲が高まったのに，積極的に取り組めたかを問うた問２の評価が低いのは，
操作や発言をする機会が不十分だったことがあげられます。更なる工夫が必要です。




関心・意欲・態度の評価 
「情報技術の可能性」 

 「最初は大したことないと思っていたけど実際授業を受けてみると 
 意外に面白くて授業があっという間に終わってしまいました。」 

７６％ 

【生徒の感想（問５）】 

 「自分で操作してみたいなぁと思いました」 

９６％ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遠隔授業のあと，生徒のアンケートを集計したものがこのグラフです。
この授業が面白かったか，来年の1年にも実施したほうがよいか。という問いに対して，
すごくそう思う，まあまあそう思う　という答えが９５％を超えています。
情報技術を活用した授業が，生徒の関心・意欲を高めるのに大きな効果があったことがわかります。
なお，関心・意欲が高まったのに，積極的に取り組めたかを問うた問２の評価が低いのは，
操作や発言をする機会が不十分だったことがあげられます。更なる工夫が必要です。




単元目標 
「私たちが作る情報社会」 

 将来，情報技術が社会に対して果たす役割や
社会の変化，私たちが成すべきことなどについ
て，自分なりの考えをまとめ，発表できる。 

関心・意欲 
 ・態度 

学習した内容をもとに，将来の社会をよくする
ために貢献しようとする態度が身についている。 

思考・判断 情報技術の進歩と社会の変化について，学習
した内容をもとに論理的に考えることができる。 

技能・表現 情報機器等を適切に活用し，自分なりの考え
を，わかりやすく伝えることができる。 

知識・理解 発表する上で取り扱った情報技術の内容を理
解している。 

評価規準 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遠隔授業のあと，生徒のアンケートを集計したものがこのグラフです。
この授業が面白かったか，来年の1年にも実施したほうがよいか。という問いに対して，
すごくそう思う，まあまあそう思う　という答えが９５％を超えています。
情報技術を活用した授業が，生徒の関心・意欲を高めるのに大きな効果があったことがわかります。
なお，関心・意欲が高まったのに，積極的に取り組めたかを問うた問２の評価が低いのは，
操作や発言をする機会が不十分だったことがあげられます。更なる工夫が必要です。




「私たちが作る情報社会」 
相互評価シート 

［評価規準拡大］ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「私たちが作る情報社会」では，生徒の相互評価を取り入れました。
相互評価は，友人からの評価をうけられることで，生徒の意欲向上には大きな効果がありますが，
評価結果のデータ量が多く，集計に時間がかかり，すぐに評価が発表できない欠点がありました。★
そこで，相互評価集計システムを作成しました。★
入力した評価は即時に見ることができます。★



「私たちが作る情報社会」 
相互評価の信頼性 

±２点(５％)の範囲に 

９３％ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
相互評価は，生徒の評価能力に関する習熟度に大きく依存します。
そのため，生徒の評価を検証することが必要です。
相互評価集計システムで収集した生徒の評価と教師の評価の差を取ったものがこのグラフです。
本校では年４回の相互評価を行っており，４回目となるプレゼンコンテストの相互評価は
グラフの通り，教師との差が少なく,習熟した生徒の評価は十分な信頼性を持つことがわかります。
このような集計システムを使うことで，相互評価は有効な方法になるといえます。★



単元目標 
「コンピュータの仕組み」 

 コンピュータ本体内部や周辺機器の観察実習
等を通して，各装置の具体的な名称や働きにつ
いて理解する。 

関心・意欲 
 ・態度 

情報機器の基本的な構成に対して関心を持っ
ている。 

思考・判断 情報機器に必要な装置と働きについて考える
ことができる。 

技能・表現  
 

知識・理解 情報機器の基本的な構成について，具体的な
名称や働きを理解している。 

評価規準 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遠隔授業のあと，生徒のアンケートを集計したものがこのグラフです。
この授業が面白かったか，来年の1年にも実施したほうがよいか。という問いに対して，
すごくそう思う，まあまあそう思う　という答えが９５％を超えています。
情報技術を活用した授業が，生徒の関心・意欲を高めるのに大きな効果があったことがわかります。
なお，関心・意欲が高まったのに，積極的に取り組めたかを問うた問２の評価が低いのは，
操作や発言をする機会が不十分だったことがあげられます。更なる工夫が必要です。




「コンピュータの仕組み」 
知識・理解の評価上の課題 

●学習効果の減衰 

●社会における用語の曖昧さ 

確実な定着のために 
経時後の評価と反復学習が必要 

用語の正確な理解と 
表記の統一が必要 
 

※オンライン小テストの活用 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「コンピュータの仕組み」では，コンピュータの各装置の名称や関係を理解させる単元です。
知識・理解は，学習後，時間を経過した後に定着した量が重要と考えます。
そのため，授業後３～４週間後に評価を行ってみましたが，
結果はこのグラフの通り，満足な結果が得られませんでした。
この原因として，コンピュータの専門用語が難しいこと，
一般社会ではそれらの用語が曖昧な使い方をされていることが考えられました。★



「コンピュータの仕組み」 
反復学習の効果 

学習時 学習２週間後 

反復学習 
の効果 

学習効果 
の減衰 

再学習による 
回復 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
授業後１０分間の反復学習を実施し，２週間後に同じ学習を実施した結果です。
学習内容の定着率が回復したことがわかります。
このような小テストは，多くの教科で実施されていますが，
紙の上で行うには問題作成や採点の労力が大きく，実施回数に限界があります。
情報機器とネットワークを活用することで，生徒が自主的に，何度も実施することが可能になります。★



「コンピュータの仕組み」 
知識・理解の評価の改善 

Ａ評価：正解率７割以上 
Ｂ評価：正解率４割以上 
Ｃ評価：正解率４割未満 

３～４週間後の総括的評価 

大幅に改善 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小テストシステムを導入した結果，前年の同じ時期の評価に比べて，
結果が大幅に改善しました。
本年８月に文部科学省から公開された「教育の情報化ビジョン」には，
生徒一人ひとりが，デジタル教科書を納めた情報端末をもつ環境が示されていますが，
これによって，この小テストシステムが威力を発揮し，
知識・理解面の学習に大きな変革をもたらすことが期待されます。



研究のまとめ 

【成果】 

相互評価の信頼性・有用性の検証 
     評価システムによる高速化・省力化 

体験による学習意欲の向上の実証 
     体験機会の確保や， 
     関心・意欲の定量評価が課題 

知識・理解の評価精度の向上 
     デジタル問題集等による用語の厳密化 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に，
今後，各種研修会で発表し，学校ＨＰ等を活用して報告書を公開して，
３年間の成果の普及に努めていきたいと考えています。
また，次期学習指導要領に対応したカリキュラムの再構築，
他の教科への応用をすすめ，研究成果の効果を検証していきたいと考えます。
以上で，研究成果報告を終わります。
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